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（注１）主宰者としての活用を拡大するために改善すべき課題としては、専門的な分野の紛争に精通した者を確保する
ため、他の機関とのネットワークづくりや、十分な報酬を支払えるための財政基盤の強化、研修の充実などが挙がって
いる。
（注２）代理人としての活用を図りたいとする理由としては、専門性の必要な分野における活用に期待するというもの
や、実務に通じた者の活用を図りたいとする意見などがあった。

有効回答数
54

有効回答数　40

意向なし

専門家（法曹資格者以外）を主宰者・代理人として活用することへの姿勢

○　代理人として活用を図る意向の有無

20%

80%

意向あり

○　主宰者として活用を拡大する意向の有無

31%

69%

意向あり

有効回答数　54

意向なし

（アンケート調査　１－２－７、１－２－８、１－３－１４、１－３－１５より作成）


